
⑴　国定義赤字：「決算補填等目的の法定外一般会計繰入金」と「繰上充用金の新規増加分」の合算額

⑵　計画策定年度：平成29年度

⑶　計画年次：平成30年度～

計画年次 第1年次 第2年次 第3年次 第4年次 第5年次 第6年次 第7年次 第8年次 第9年次 第10年次 第11年次 第12年次 第13年次 第14年次 第15年次 第16年次 第17年次 第18年次

年　　　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度 令和16年度 令和17年度

那覇市 4,000,000 千円
赤字削減予定額

（率）
1,700,000 △ 300,000 170,000 △ 30,000 △ 190,000 △ 1,973,413 1,323,413 100,000 △ 400,000 △ 170,000 △ 130,000 200,000 △ 250,000 未定 未定 未定 未定 未定

・国への財政支援要請について、県、市町村と連携を

図る。

・口座振替の推進。滞納処分の強化。

・レセプト点検等主任員を設置し、医療費適正化を進

める。

・柔道整復師等に係る申請書の適正な審査。はり・

きゅう・あん摩支給における2次点検等による適正な

審査。

宜野湾市 651,025 千円
赤字削減予定額

（率）
202,136 69,362 159,765 △ 407,162 392,647 △ 654,381 657,149 176,109 2,170 2,122 2,075 172,109

・税改正による適正な税率設定。

・滞納者への徴収強化。

・特定健診受診率向上対策。

・保険者努力支援制度の得点獲得

名護市 568,232 千円
赤字削減予定額

（率）
121,047 123,860 11,205 14,843 △ 20,175 △ 319,925 177,778 △ 255,375 112,620 112,620 112,620 112,620 112,620 112,620 112,626

・国保税の収納対策

収納率目標94.3％の達成を目指す。

・医療費適正化

適切な受診を啓発するとともに、レセプト点検により

医療費適正化に努める。

・保険税の算定

標準保険料を参考に税改正に向けた検討を行う

今帰仁村 131,714 千円
赤字削減予定額

（率）
36,617 66,283 12,991 22,676 △ 8,580 △ 46,565 6,463 42,115 0 8,000 8,000 8,000 6,000

・税率改正

負担が過度にならないように税率を設定。賦課方式を

4方式から3方式への移行

・医療費の抑制

特定健診、特定保健指導、レセプト点検、健康づくり

の取り組み強化

・収納率の向上

所得申告、納付書の電子決済、口座振替の強化、夜間

納税相談

金武町 105,526 千円
赤字削減予定額

（率）
△ 5,444 3,151 30,229 36,153 △ 47,956 △ 79,463 61,760 35,894 △ 13,546 22,845 13,790 37,469 10,630 40,644

・2年に一度のペース増税を図っていく。R7は、若い

世代と高齢者への影響がない介護の税率を引き上げを

行った。（当初予算ベースで11,300千円の増）

・滞納者には適宜、財産差押の実施等の対策を進め

る。

・特定健診については、DM送付など、個別対応的な

勧奨も行った

・町民へのジェネリック医薬品の活用促進

北中城村 255,557 千円
赤字削減予定額

（率）
29,520 △ 34,022 △ 44,344 39,999 △ 101,643 △ 178,356 250,000 40,000 0 40,000 0 30,000

・特定健診受診率の向上や重症化予防等の医療費適正

化対策をさらに強化し、保険者努力支援制度等の補助

金獲得に繋げる。

・夜間や休日の保険税納付指導行動の実施をさらに強

化する。

・賦課方式や税率の見直し（R7,R9,R11）に取り組

む。

中城村 99,189 千円
赤字削減予定額

（率）
182,038 △ 93,433 2,960 40,918 20,269 △ 98,110 123,936 0 25,000 0 25,000

・県が示す標準保険料率を参考に保険税率を引き上げ

る。

・収納対策プランを策定し収納対策に取り組む。

・医療費の適正化として後発医薬品の利用率を90％を

目標値とする。

沖縄県県赤字削減・解消計画　（国定義赤字）

赤字削減・解消のための都道府県の基本方針 赤字削減・解消のための具体的取組内容

１　収入面

　新制度において国民健康保険事業費納付金や国保事業の実施に係る経費を賄うために必要かつ適切な保

険料（税）を設定するとともに、適切な収納対策により目標とする収入額を確保する。

２　支出面

　保険給付の適正実施の確保、医療費の適正化等に積極的に取り組み、支出額を抑制する。

　保険税を段階的に改正するとともに、滞納処分の適正実施や納付環境の整備を行い、収納率の向上を図るなど、収入増に取り組む。

　保険者努力支援制度や特別調整交付金を増額できるよう各事業の見直しを行い、公費拡充を図る。

　特定健診受診率の向上、レセプト点検の強化やジェネリック医薬品の推奨を行い、医療費適正化に取り組む。

保険者名

（市町村）

赤字額

（平成28年度）
市町村の主な取組内容 備考



⑴　国定義赤字：「決算補填等目的の法定外一般会計繰入金」と「繰上充用金の新規増加分」の合算額

⑵　計画策定年度：平成29年度

⑶　計画年次：平成30年度～

計画年次 第1年次 第2年次 第3年次 第4年次 第5年次 第6年次 第7年次 第8年次 第9年次 第10年次 第11年次 第12年次 第13年次 第14年次 第15年次 第16年次 第17年次 第18年次

年　　　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度 令和16年度 令和17年度

沖縄県県赤字削減・解消計画　（国定義赤字）

赤字削減・解消のための都道府県の基本方針 赤字削減・解消のための具体的取組内容

１　収入面

　新制度において国民健康保険事業費納付金や国保事業の実施に係る経費を賄うために必要かつ適切な保

険料（税）を設定するとともに、適切な収納対策により目標とする収入額を確保する。

２　支出面

　保険給付の適正実施の確保、医療費の適正化等に積極的に取り組み、支出額を抑制する。

　保険税を段階的に改正するとともに、滞納処分の適正実施や納付環境の整備を行い、収納率の向上を図るなど、収入増に取り組む。

　保険者努力支援制度や特別調整交付金を増額できるよう各事業の見直しを行い、公費拡充を図る。

　特定健診受診率の向上、レセプト点検の強化やジェネリック医薬品の推奨を行い、医療費適正化に取り組む。

保険者名

（市町村）

赤字額

（平成28年度）
市町村の主な取組内容 備考

西原町 600,000 千円
赤字削減予定額

（率）
△ 53,073 △ 14,784 10,774 1,052 30,000 △ 120,285 46,082 203 437 223,563

・収納率の向上を図る。

・保険税率の段階的な引き上げ。

・特定健診・特定保健指導を充実・強化する。

・医療費通知や後発医薬品個別差額通知を送付する。

八重瀬町 191,426 千円
赤字削減予定額

（率）
△ 40,080 100,000 50,000 65,507 27 △ 207,214 189,346 2,334 5,000 5,000 0 0 30,000

・レセプト点検の強化による医療費の適正化を図る。

・特定健診の受診率向上を目的にＡＩを活用した受診

推奨を実施する。

・口座振替の推進強化。

・滞納処分を強化する。

・保健税率改正を検討する。

与那原町 63,000 千円
赤字削減予定額

（率）
19,000 △ 11,000 22,000 8,500 △ 45,500 △ 86,841 94,016 15,825 15,000 15,000 12,000

・R6年度に保険税率の改正検討を行い、R7年度から

税率を改正した。

・今後は、R10年度までの4年間、毎年15,000千円程

度の調定増を見込んだ税率改正を行い赤字解消を目指

す。

南風原町 239,622 千円
赤字削減予定額

（率）
609,609 △ 286,911 516,141 44,908 △ 78,397 △ 124,353 204,748 29,592 △ 33,628 10,732 104,168

・税改正や収納率向上により法定外を減少。

・R1、R5、R7に税改正。今後R10に税改正。

・保険者努力支援制度の評価を高めるよう医療費適正

化に取り組む。口座振替やスマホ収納などで収納率向

上を目指す。

・医療費抑制への意識向上、資格審査や療養費支給の

適正化を強化、AIによるレセプト点検業務についてＡ

Ｉの活用や第三者求償事務の点検強化

南城市 363,767 千円
赤字削減予定額

（率）
56,691 △ 14,093 △ 69,100 250,178 △ 38,572 △ 155,803 0 211,578 0 35,823 15,097 71,969

・保険税の適正な賦課の実施。

・マルチペインメントを利用した口座振替促進等の収

納率向上対策を図る。

・レセプト点検員の知識向上を図り、医療費の適正化

と抑制を図る。

合計 7,269,058 千円



⑴　国定義赤字：「決算補填等目的の法定外一般会計繰入金」と「繰上充用金の新規増加分」の合算額

⑵　計画策定年度：令和元年度

⑶　計画年次：令和２年度～

計画年次 第1年次 第2年次 第3年次 第4年次 第5年次 第6年次 第7年次 第8年次 第9年次 第10年次 第11年次 第12年次 第13年次 第14年次 第15年次 第16年次 第17年次 第18年次

年　　　度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度 令和16年度 令和17年度 令和18年度 令和19年度

宜野座村 52,861 千円
赤字削減予定額

（率）
△ 48,023 54,433 △ 22,713 △ 26,822 28,083 29,901 △ 12,668 △ 4,895 △ 145 61,861 ・令和5年度から、段階的に税率の改正を行う。

嘉手納町 79,015 千円
赤字削減予定額

（率）
△ 63,003 62,494 △ 75,299 △ 130,284 148,215 △ 53,032 30,252 50,408 35,285 24,700 17,290 12,102 8,472 19,767

・集団検診受診促進事業の実施、保険事業に注力し、

医療費の伸びを抑制を推進する。

・督促及び催告による保険税の収納率の向上を図る。

・未申告者へ申告を促し、適正課税に努める。

・令和8年度から令和15年度まで保険税率等の見直し

を段階的に行う。

北谷町 47,273 千円
赤字削減予定額

（率）
10,592 △ 11,428 △ 123,586 △ 91,674 92,948 142,269 △ 15,191 32,802 △ 3,779 40,149

・適正な保険税率について早期に検討し、被保険者の

税負担に激変が生じないよう令和11年までに段階的

に見直す。

・滞納処分または執行停止等の実施に取り組む。

・特定健診受診率向上や重複多剤投与者対策等へ取り

組み、交付金獲得に努める。

合計 179,149 千円

沖縄県県赤字削減・解消計画　（国定義赤字）

赤字削減・解消のための都道府県の基本方針 赤字削減・解消のための具体的取組内容

１　収入面

　新制度において国民健康保険事業費納付金や国保事業の実施に係る経費を賄うために必要かつ適切な保

険料（税）を設定するとともに、適切な収納対策により目標とする収入額を確保する。

２　支出面

　保険給付の適正実施の確保、医療費の適正化等に積極的に取り組み、支出額を抑制する。

　保険税を段階的に改正するとともに、滞納処分の適正実施や納付環境の整備を行い、収納率の向上を図るなど、収入増に取り組む。

　保険者努力支援制度や特別調整交付金を増額できるよう各事業の見直しを行い、公費拡充を図る。

　特定健診受診率の向上、レセプト点検の強化やジェネリック医薬品の推奨を行い、医療費適正化に取り組む。

保険者名

（市町村）

赤字額

（平成30年度）
市町村の主な取組内容 備考



⑴　国定義赤字：「決算補填等目的の法定外一般会計繰入金」と「繰上充用金の新規増加分」の合算額

⑵　計画策定年度：令和３年度

⑶　計画年次：令和４年度～

計画年次 第1年次 第2年次 第3年次 第4年次 第5年次 第6年次 第7年次 第8年次 第9年次 第10年次 第11年次 第12年次 第13年次 第14年次 第15年次 第16年次 第17年次 第18年次

年　　　度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度 令和16年度 令和17年度 令和18年度 令和19年度 令和20年度 令和21年度

伊平屋村 17,376 千円
赤字削減予定額

（率）
△ 4,547 △ 2,822 13,373 △ 1,777 3,902 2,000 10,000

・県が示す標準保険料率を参考に国民健康保険事業費

納付金の納付金に含まれない経費を勘案のうえ、税率

を設定する。

・収納率95％以上を目指す。

合計 17,376 千円

沖縄県県赤字削減・解消計画　（国定義赤字）

赤字削減・解消のための都道府県の基本方針 赤字削減・解消のための具体的取組内容

１　収入面

　新制度において国民健康保険事業費納付金や国保事業の実施に係る経費を賄うために必要かつ適切な保

険料（税）を設定するとともに、適切な収納対策により目標とする収入額を確保する。

２　支出面

　保険給付の適正実施の確保、医療費の適正化等に積極的に取り組み、支出額を抑制する。

　保険税を段階的に改正するとともに、滞納処分の適正実施や納付環境の整備を行い、収納率の向上を図るなど、収入増に取り組む。

　保険者努力支援制度や特別調整交付金を増額できるよう各事業の見直しを行い、公費拡充を図る。

　特定健診受診率の向上、レセプト点検の強化やジェネリック医薬品の推奨を行い、医療費適正化に取り組む。

保険者名

（市町村）

赤字額

（令和２年度）
市町村の主な取組内容 備考



⑴　国定義赤字：「決算補填等目的の法定外一般会計繰入金」と「繰上充用金の新規増加分」の合算額

⑵　計画策定年度：令和４年度

⑶　計画年次：令和５年度～

計画年次 第1年次 第2年次 第3年次 第4年次 第5年次 第6年次 第7年次 第8年次 第9年次 第10年次 第11年次 第12年次 第13年次 第14年次 第15年次 第16年次 第17年次 第18年次

年　　　度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度 令和16年度 令和17年度 令和18年度 令和19年度 令和20年度 令和21年度 令和22年度

東村 12,194 千円
赤字削減予定額

（率）
5,400 △ 19,138 16,216 5,922 4,000 4,000

・沖縄県国民健康保険運営方針で設定されている収納

率目標96.3％の達成を目指す。

・特定健診受診率の向上、レセプト点検の強化やジェ

ネリック医薬品の推奨を行い、医療費適正化に取り組

む。

・沖縄県国民健康保険運営方針で定められている標準

的な保険料(税)算定方式を参考に保険税率改正に向け

た検討を行う

合計 12,194 千円

沖縄県県赤字削減・解消計画　（国定義赤字）

赤字削減・解消のための都道府県の基本方針 赤字削減・解消のための具体的取組内容

１　収入面

　新制度において国民健康保険事業費納付金や国保事業の実施に係る経費を賄うために必要かつ適切な保

険料（税）を設定するとともに、適切な収納対策により目標とする収入額を確保する。

２　支出面

　保険給付の適正実施の確保、医療費の適正化等に積極的に取り組み、支出額を抑制する。

　保険税を段階的に改正するとともに、滞納処分の適正実施や納付環境の整備を行い、収納率の向上を図るなど、収入増に取り組む。

　保険者努力支援制度や特別調整交付金を増額できるよう各事業の見直しを行い、公費拡充を図る。

　特定健診受診率の向上、レセプト点検の強化やジェネリック医薬品の推奨を行い、医療費適正化に取り組む。

保険者名

（市町村）

赤字額

（令和３年度）
市町村の主な取組内容 備考


